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Ⅰ-６．２１世紀の未来社会実現のためのリニアコライダー基礎科学技術利用調査 

Research on The Linear Collider Technology 
Useful in Future Society of The 21st Century 
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１．調査の目的 

 2008 年から欧州合同原子核研究所（CERN）の大型ハドロン衝突型加速器（LHC）実験が開始される。

地下 100m に建設された周長 27km の円形加速器により光速近くまで加速した陽子と陽子をぶつけ質

量の起源のヒッグス粒子や超対称性粒子などの新粒子を発見し、物質の究極の内部構造を探索してい

く｡ 

LHC に続いて更に宇宙創生の謎を解き明かす実験としてリニアコライダー（ILC）計画がある。全長

約 40km の線形加速器により非常に高いエネルギーで電子と陽電子をぶつけ宇宙創生となったビッグ

バン直後の世界を再現しようとする計画であり、アジアの中の日本にリニアコライダー国際研究所を建

設しようという活動が進められている。 

リニアコライダー基礎科学技術は、放射光のように加速器を直接利用する形、また加速器超伝導技

術のように加速器要素技術を利用する形で未来社会のニーズを実現すると考えられ、21 世紀の未来

社会実現のための科学技術や日本の未来社会に関する予測調査を基に、リニアコライダー基礎科学

の技術が日本の未来社会ニーズにどう役立つか、どう波及効果を及ぼすかについて調査した。 

 

２．調査研究成果概要 

（１）調査の方法 

リニアコライダー計画の見通し（仮定）では、2030 年頃まで運転が続くことから、未来社会のニーズと

して、2025年に目指すべき社会の姿－「科学技術の俯瞰的予測調査」に基づく検討（NISTEPおよび未

来工学研究所）（以下、2025 年に目指すべき社会の姿という）を対象に、文献調査によりリニアコライダ

ー基礎科学の技術利用に関して領域横断的な調査を行った。 

 

（２）調査の内容 

2025 年に目指すべき社会の姿では、次の 6分野について社会の姿を描いている。 

・分野１「生涯健康の時代」 

・分野２「生活インフラとしての情報環境－ユビキタス成熟社会－」 

・分野３「脳科学の進展による生活者の活動支援」 

・分野４「安全で持続可能な都市」 

・分野５「闊達たる人生 －職業選択、子育て、シニアライフの多様化－」 

・分野６「地球規模の環境問題の克服と世界との共生」 

これら 6 分野を対象にリニアコライダー基礎科学技術が新しい社会をどのように切り開くか、どのよう

に加速器が直接利用（放射光、電子線等）され、加速器要素技術が利用（加速器超伝導技術等）され

るか調査した。 

 

（３）調査の結果 

調査の結果、リニアコライダー基礎科学技術は 2025 年に目指すべき社会の姿の各分野に関連して

おり、裾野の広い基礎科学技術であることがわかった。その中で分野１「生涯健康の時代」、分野２「生

活インフラとしての情報環境－ユビキタス成熟社会－」、分野３「脳科学の進展による生活者の活動支
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援」、分野６「地球規模の環境問題の克服と世界との共生」に直接関わる事例が多く見られ、各分野の

ニーズを実現する科学技術として今回は 29 の事例を抽出した、粒子線による積極的かつ根治的な治

療が可能な高度医療など新聞等で読む機会があるものについては、既に我々の身近に感じつつある

技術である。 

リニアコライダー基礎科学技術の裾野の広さから、本報告以外にも事例があると考えられ、加速器要

素技術の調査研究については今後の課題である。 

21世紀の未来社会実現のための
リニアコライダー基礎科学技術利用
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①放射線、イオンビームによる

　高機能食品の開発

高崎量子応用研究所イオン
照射研究施設（TIARA）

②放射線照射による殺虫剤・殺
　菌剤を使わない食品衛生の確

　保（食品照射）
 

馬鈴薯の照射施設（平
成7年版原子力白書）

 

馬鈴薯の照射施設（平
成7年版原子力白書）

③CT、超音波、MRI、PETによる

　早期診断の精密化

PET検査（自治医科大学
さいたま医療センター）
PET検査（自治医科大学
さいたま医療センター）

④癌化・老化のメカニズム解明

DNA修復試薬「TA-Blunt Ligation Kit」
（（株）ニッポン・ジーン）

⑤粒子線による積極的かつ
根治的な治療が可能な
高度医療

重粒子線照射施設　
　　（群馬大学）

⑥X線自由電子レーザーに
よる薬物療法、細胞治療・
再生医療、遺伝子治療等の

高度化

①放射線グラフト重合と放射線
　架橋によるモバイル燃料電池

燃料電池内臓ノートPCの
　　 試作品（NEC）

②超高感度撮像システム（HARP）
による「みまもり」の社会

X線HARP-FEA検出器
（高エネルギー加速器研究機構）

③量子ビーム極限
ナノ加工による
五感センサ

五感情報が支える未来イメージ例
（産業技術総合研究所）

①SPECT、PET、fMRI、MEGを
使った統合脳の研究による
人の理解

②PET、中性子散乱法による
認知症の早期診断方法の
確立、治療薬や予防薬の開発

PETによるβアミロイドの可視化
（科学技術振興機構）

　①高度先端土木技術

　②超電導電力貯蔵

超電導電力貯蔵（NEDO）

　①定年無し給与無しの研究所（ソフィアポリス構想）

　②ふるさと回帰と二地域居住

　①寿命の放射性廃棄物を加速器に
　　より変換（ADS）　

　②燃料電池の中の水素の動きを
　　中性子で調べることで改良

　③白金など微量・高価な触媒材料を
　　用いない燃料電池

　④ナノ磁性・ナノデバイス開発
中性子による磁性層の評価

（文部科学省）

　⑤葉緑素の機能の解明から人工葉緑素　

　⑥放射線による希少金属資源の確保

　⑦電子ビームによる環境浄化技術

　⑧放射線で架橋した耐熱セラミック繊維による省エネ化

⑨イオンビーム照射による自動車、船舶などの交通機関への

燃料電池搭載技術

⑩中性子利用による環境負荷の低いエネルギー貯蔵材料の

創成

⑪マイクロ波照射によるアスベストの無害化処理技術

⑫マイクロ波加熱で廃ペットボトルを原料に分解　

マイクロ波分解によるリサイクル（崇城大学）

⑦痛みのないサイバーナイフ

　がん治療

　③グリッドコンピューティングによる
　　社会シミュレーション
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